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電力系統の将来と電動車両

２０１５年９月２９日

東京電力株式会社

発表内容

1. 将来のエネルギーシステム
～「長期エネルギー需給の見通し」から～

2. 電力需要の将来像
～太陽光大量普及の影響～

3. 電動車両大量普及時の電力への影響

4. 電動車両大量普及時のおける電力系統との協調の可能性

5. 電動車両大量普及へ向けて
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1.将来のエネルギーシステム
～「長期エネルギー需給の見通し」から～

長期エネルギー需給の見通し（H27.7 資源エネ庁）では、安全性の確保を大前提とし
つつ、３Ｅ(安定供給Energy Security、経済効率性Economic Efficiency、環境適合Environment)

に関する以下の目標を同時に達成することを想定。
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（出典：「長期エネルギー需給の見通し関連資料」H27.7 資源エネルギー庁）
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1-1.エネルギー需要の見通し

「長期エネルギー需給の見通し」では、「徹底した省エネルギー」と「再生可能
エネルギーの最大限の導入」を目指している。
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（出典：「長期エネルギー需給の見通し関連資料」H27.7 資源エネルギー庁）
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1-2.運輸部門の省エネ
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（出典：「長期エネルギー需給の見通し関連資料」H27.7 資源エネルギー庁）
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1-2.電力需要の見通し

電力部門においては、省エネ＋再エネで約４割を賄う目標

電力需要の見通しには、経済成長と電化率の向上による需要増加を見込んでいる

“徹底した省エネルギー”の実現には、輸送部門と電力部門の「協調」が必要
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（出典：「長期エネルギー需給の見通し関連資料」H27.7 資源エネルギー庁）
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2.電力需要の将来像

長期エネルギー需給の見通しにおける将来（2030年）の電力需要を大雑
把に想定

東京電力エリアの電力需要の将来を想定

仮定１：需要曲線（形状）は2014年
度実績

仮定２：太陽光、風力の導入量は全国の
約３割
太陽光 全国 6400万kW

東電ｴﾘｱ 1800万kW

風力 全国 1000万kW

東電ｴﾘｱ 300万kW
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長期エネルギー需給の見通し

（出典：「長期エネルギー需給の見通し関連資料」H27.7 資源エネルギー庁）
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2-1.2030年想定需要（夏季-快晴）
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ピーク発生時刻
14時前後⇒19時頃

（出典：「長期エネルギー需給の見通し関連資料」、東京電力HPより東京電力にて作成）
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（出典：「長期エネルギー需給の見通し関連資料」、東京電力HPより東京電力にて作成）
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電力余剰発生の可能性

（出典：「長期エネルギー需給の見通し関連資料」、東京電力HPより東京電力にて作成）
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2-1.2030年想定需要（GW-曇天）
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（出典：「長期エネルギー需給の見通し関連資料」、東京電力HPより東京電力にて作成）
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2-1.2030年想定需要（GW-曇天）
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急激な変動

（出典：「長期エネルギー需給の見通し関連資料」、東京電力HPより東京電力にて作成）



無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 2015.9.29

2-2.再エネ大量導入時の課題① 周波数調整面
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（出典：METI新エネ小委員会（第2回）資料４）

（出典：METI新エネ小委員会（第2回）資料４）
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2-2.再エネ大量導入時の課題② 需給バランス面
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（出典：METI新エネ小委員会（第2回）資料４）

（軽負荷時の需要造成も課題）
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2-2.再エネ大量導入時の課題③ 系統電圧面
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（出典：METI新エネ小委員会（第2回）資料４）

（出典：METI新エネ小委員会（第2回）資料４）
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2-2.再エネ大量導入時の課題④ 送電容量面
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（出典：METI新エネ小委員会（第2回）資料４）

（出典：METI新エネ小委員会（第2回）資料４）
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3.電動車両大量普及時の電力系統への影響

将来における電動車両による充電需要の想定

東京電力エリアの電動車両保有台数を想定

仮定１：全国 900万台
東電ｴﾘｱ 約300万台

仮定２：年間電動走行距離 9,000km

仮定３：平均電費 7km/kWh
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（出典：「長期エネルギー需給の見通し関連資料」H27.7 資源エネルギー庁）
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3-1.電動車両大量普及時の充電需要の想定

電動車両による充電需要

約40億kWh/年 東電販売電力量(2014年度)約2600億kWhの1.5％
kWh

kW
3kW×300万台×停車率50％＝450万ｋＷ

重負荷時の10％程度、軽負荷時の20％程度
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高さ：kW
面積：kWh

時間:h
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3-2.電動車両大量普及における電力系統への影響

① 周波数調整面

• 電動車両は徐々に普及していくことから、充電需要の予測はある程度
可能であり、再エネのような不確実要因とはならないため、問題無し

② 需給バランス面

• 点灯時刻に充電が行われると、電力ピークを押し上げる可能性あり

⇒ 深夜時間帯に充電（タイマー充電）

③ 系統電圧面

④ 送電容量面

• 再エネ大量導入に備え、増強されるため、問題無し
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 電動車両大量普及における課題

4. 電動車両大量普及時のおける電力系統との協調の可能性

• 電力ピークを押し上げる
可能性
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○タイマー充電
・深夜時間帯に充電

○スマート充電
・深夜、晴天時昼間の軽負荷時に充電

○Ｖ２Ｈ
・余剰電力を充電、（ピーク時間帯に放電）

・再エネ出力変動を緩和するように充（放）電

 再エネ大量普及における課題

① 周波数調整力不足

② 電力余剰の発生

③ 系統電圧の上昇

④ 送電容量の不足

システム
コスト

安価

高価

電気代
メリット

小

大
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5.電動車両の大量普及にむけて
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 電動車両の魅力
 加速性能
 静寂性
 環境性
 ランニングコスト

 災害時の非常用電源
 ピークカットによる電気

料金削減

「長期エネルギー需給の見通し」で描く将来エネルギーシステムの実現に
は、電動車両の大量普及が必須。

そのためには・・・・

インフラ（急速充電器）整備：日本：5400台以上
国際標準化済み

 電動車両の欠点
 1充電走行距離が短い

 車両価格が高い


